
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Nｑ 氏名 郡名 明治17年講習会当時の所属・職階 時点の所属・職階'４ 石111師範卒業１５ 県教育会
教育通信
貝 表彰・その他 備考
１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
ｍ
皿
皿
咀
砠
Ⅳ
旧
四
加
皿
犯
羽
型
妬
妬
酊
犯
羽
松江銃太郎
加藤八大郎
荒井太郎吉
中山良直
中島武章
田伏徳三郎
内藤正木
太田信道
水上秀和
岩崎虎吉
大石三治
窪田字太郎
小川晴之助
中西謙蔵
室端伊太郎
松原一拾(義）
榎並亮平
高間保太郎
岡本照景
竹下安次郎
飯森正則
倉遥雄平
山下忠本
中村茂次
中村敬三
松井静之
山本永淳
増田長之
舟木勇肋
明
明
２
５
３
３
沼
美
洲
咋
北
至
咋
北
沢
沼
至
北
江
能
珠
羽
河
鳳
羽
河
金
不
不
江
鳳
河
明
り
不佑
０
１
１
１
２
郡
２
２
３
２
明
４
美
北
美
島
至
咋
洲
川
沢
川
美
島
能
河
能
鹿
鳳
羽
珠
石
金
石
能
不
鹿
不明
１日河南小６等訓
導】】
蛸島小校長３等訓
導’
思誠小校長兼３等
訓導’
栗崎小４等訓導２
不明
開陽小三等訓導２
不明
不明
明
明
明
明
明
不
不
不
不
不
不明
(石１１１郡14等学務
担任書記)'2`'３
学務委員
小坂小６等訓導'’
今江小４等訓導２
不明
不明
押水小３等訓導２
説易小授業生２
不明
不明
不明
湊小４等訓導２
不明
不明
北浜小校長兼３等
訓導
不明
石Ⅱl郡鶴来小校長
兼３等訓導
不明
津幡校長兼３等訓導
~河北郡書記l4等'３
不明
高浜小校長兼３等
訓導
二俣小校長兼４等
訓導
長町小校長兼５等
訓導
不明
不明
旗陽小４等訓導
不明
能勢小校長兼４等
訓導
不明
不明
石１１１郡粟田新保小
5等訓導
不明
金沢市金沢小４等
訓導
鹿島小３等訓導
穴水小５等訓導
不明
河北郡上田名小校
長兼４等訓導
安養寺小５等訓導
西町小６訓導
野々市小校長兼４
等訓導
河北郡森下小校長
兼４等訓導
不明
不明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
ｕ
不
９
不
９
不
不
９
８
不
不
８
不
皿
不
不
９
不
皿
ｍ
９
ｎ
８
Ⅲ
８
９
９
ｍ
８
１
１
３
○
○
○
８
３
３
８
５
３
３
３
３
３
３
４
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
県表彰'１，郡表彰ｌｏ
文部省表彰２
文部省表彰２
郡表彰ＩＣ
県表彰Ⅲ
郡表彰'０，県表彰11
文部省表彰２
文部省表彰２
文部省表彰２，郡表彰1０
９
「小学校二於ケル
立志談」’8)(40号）
8年下等師範卒
19年通信員免職，
大正３
高教諭
9
17）
県立第二高女
(146号）
辰口学校，盲唖教
育家17)(146号）
石111師範書記'6）
穴水ｲ校長'9)(146号）
8年下等師範卒
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「石川県教育会会員名簿」（明治18年１月）18)，
文部省教育功労表彰に記された「学事関係職員
賞与名簿」（明治１８年２月）'9)，「石川県小学校
教員名簿」（明治２３年１２月)２０)，あるいは石川
県学事報告中に見える｢教育通信員報告｣21)，等
に示された勤務先，あるいは経歴をもとに作成
したものである。したがって，講習会受講時(明
治17年)の勤務校や職階を正確に反映している
わけではない。が，おおよその出身地傾向と，
少なくとも５年後に彼らが到達し得た地位から
逆算した，受講当時の彼らの地位を推測するこ
とはできよう。
まず，特徴的なことは，第１に石川県内９市
郡全てから教員が派遣されていることである。
第２に，各地域教育界の代表的で指導的な立場
にある教員が多いことである｡校長が１７人と判
明している全体人数の半数以上を占めており，
そのほか各郡の教育状況を県庁に報告する立場
にある教育通信員が７人,当時全部で３５人で構
成されていた石川県教育会の会員が７人含まれ
ていること，さらに前述した文部省教育功労表
彰を受けた教員が５人含まれていることから，
この受講者たちの質の高さと，各地域における
地位・役割が偲ばれよう。
第６回，１９年1月（受講者数不明）
第７回１９年４月（受講者数不明）
第８回１９年６月(女教員講習，受講者数不明）
これらの第１回及び２回の受講者がとりわけ
各地域の指導的な教員であったことは，第５回
の講習会受講者４０名中に２３人の再受講者が含
まれていることからも知られよう。この第５回
講習会は，明治１８年石川県｢将来学事施設上須
要ノ件」中に掲げられた「小学校二兵式体操初
歩ヲカロフルコト，小学校二農業実験地ヲ付シ他
日実業二就クノ素ヲ得セシムルコト」２３)を実現
すべく，「兵式体操術の内柔軟徒手の部｣の講習
と「農学科」を講習するものであった24)。即ち，
体操科で言えば従来の教育内容である普通体操
に兵式体操を加えていくという，教育内容の大
きな変更を実行するための講習だったのであ
る。各地域の教育改良はこうした各地域の指導
的教員の講習から始まっていることが知られよ
う。
結語
以上のことから明らかになったことをまとめ
ておこう。
（１）石川県における近代学校体育の本格的な普
及は，３人の石川師範学校教員（和田権五郎，
土師愛太郎，原政矩）の体操伝習所からの帰校
を待って，明治１５～１６年から行なわれていっ
た。石川県学務課は，①師範学校での体操教育，
②現職教員の体操講習，③体操を含んだ規定整
備や生徒の奨励会，といった長・中・短期的方
策をたててこれに取り組んでいった。
(2)これに伴って，和田権五郎編集・土師鑿他
郎校閲の『普通小学体操法』が石川県初の体操
参考書として，明治１８年１月に金沢益智館か
ら発行された。これは体操伝習所で発行された
『新制体操法』『新撰体操書』(共に明治１５年刊）
をもとに作成された普通体操の指導参考書で
あった。内容的には概ね『新制体操法』に準拠
し，図解は『新撰体操書』から模写したもので
ある。また，女子の体操に大きな制限を加えて
（２）第２回講習会（明治１７年９月）
さて，第２回講習会は明治１７年９月１日よ
り，｢石川県師範学校内において各郡区中より優
等教員２９名を招集｣22)して開かれた。その参加
者は表２に掲げるとおりである(表２参照)。第
１回と受講者の基本的な性格は変わっていない
と思われるが，訓導レベルの中堅教員が増加し
た形跡が見られることが特徴である。以後講習
会は次のように行なわれている。
(3)第３回以後の講習会
第３回，１８年２月（受講者数27名）
第４回，１８年５月（受講者数15名）
第５回，１８年１１月（受講者数40名）＊兵式体
操講習会
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いる点，二人木環，二人球竿など二人で行なう
体操を付け加えている点が特徴である。
(3)体操講習会は明治１７年８月から開始され
ている。この講習会は教育学などとともに体操
も含んだ講習会であり，単独の体操講習会では
ない。講習会規則や第１，２回講習会参加者を
分析すると，受講者は石川県内９つの全ての市
郡から選抜された教員であり，後に校長や石川
県教育会会員，あるいは教育表彰を受けるよう
な優れた教員たちであったことがわかる。
図10．土師愛他郎（大正６年頃）
（『済美会誌』，第17号、大正７年より）
註及び引用・参考文献
1）和田権五郎の略歴を記しておこう。
安政元年２月石川県生まれ。
明治８年８月奈良県山辺郡馬場村小学校七等訓導
明治９年１月大阪師範学校入学,明治１１年１月同
小学師範学科卒業。
明治９年２月滋賀県四等訓導
明治１１年３月石川県第一師範学校(金沢)六等訓導
明治１３年８月石川県富山小学師範学校勤務
明治１４年５月石川県金沢小学師範学校勤務
明治１４年７月石川県輪島小学師範学校勤務（幹事
兼務）
明治１５年１月石川県金沢師範学校二等助教諭
明治１５年１月体操術伝習として上京申付候事
明治１５年７月「右は本所伝習員として其教科を履
修し正に其業を卒えたり。因て本所定むる処の体操
術を教授するに堪ゆへきを証するものなり。体操
伝習処主幹西村貞」
明治２０年６月石川県小学校教員学力検定委員
（以上は「石川師範学校旧職員履歴書綴，第一号」
（金沢大学所蔵）による）
明治２６年２月３０日石川県尋常師範学校助教諭退
職
（石川県尋常師範学校第六年報(金沢大学所蔵)，１７
頁）
2）土師愛他郎の略歴については，拙稿「石川県におけ
る近代学校体育の定着過程に関する研究(その１），金
沢大学教育学部紀要，教育科学編，第１４号，ｐＰ、
239-254,1992年参照のこと。ここでは石川県第一高等
女学校校長当時の写真を補足しておく。（図１０参照）
3）原政矩の略歴を記しておこう。
安政元年２月１６日石川県金沢市森山町生まれ。
図11．原政矩（茨城県立土浦高等女学校長当時）
明治６年５月２３日石川県より変則専門法律学取
調申付候事
明治６年１１月１９日梅本町小学校訓蒙
明治７年７月１５日仙石町小学校訓蒙
明治７年７月３０日石川県師範学校入学申付候事
明治７年１月３１日師範学校速成生徒正科教授手
伝申付候事
明治８年４月２８日師範学校監事
明治９年３月７日豊田小学校在勤
明治９年８月２日田丸町小学校在勤
明治９年１０月１８日師範学校在勤
明治１３年１月１３日福井県男女師範学校幹事兼務
明治１４年１２月１日輪島師範学校幹事兼務
明治１５年９月１日「師範学科取調兼体操術兼習と
して上京申付候事」
明治１６年５月８日石川県輪島師範学校一等助教
諭
明治１６年８月１１日石川県金沢師範学校一等助教
諭
明治２０年４月７日高等師範学校附属小学校体操
教授嘱託
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明治２０年６月２０日群馬県佐位那彼高等小学校長
明治２１年４月１日長野県下伊那郡下伊那学校校
長
明治25年６月２７日神奈川県横浜市尋常高等横浜
小学校校長
明治30年２月３日茨城県新治郡視学
明治３９年９月１３日茨城県立土浦高等女学校長
（以上茨城県立土浦第二高等学校所蔵，原政矩履歴
書（明治39年）による）
（大正４年４月１７日退職）
（茨城県立土浦高等所女学校同窓会誌｢尚綱｣，第１
号，大正12年，１４頁による。なお，写真は西村佐門，
茨城県教育家肖像録,好文堂：水戸，明治４２年,６２頁
を使用）
というように原政矩は石川県内はもとより，福井，東
京，群馬，長野，横浜，茨城県の教育に尽力した人物
である。
４）石川県年報・明治17年，文部省第十二年報，７０丁
５）石川県年報･明治１６年，文部省第十一年報，５１０丁
６）拙稿「石川県における近代学校体育の定着過程に関
する研究(その１)，金沢大学教育学部紀要，教育科学
編，第１４号，ｐｐ､239-254,1992年参照のこと。
7）和田権五郎編集･土師愛他郎校閲，普通小学体操法，
金沢益智館，明治18年．
本研究では使用したのは国会図書館所蔵本である。
8)石１１１県教育会,石川県教育会議事筆記,明治18年(国
会図書館所蔵)，なお，この２つの発言は原文の意味を
そこなわない範囲で現代文に直してある。
9）新制体操法については拙稿「石川県における近代学
校体育の定着過程に関する研究(その１)，金沢大学教
育学部紀要,教育科学編，第１４号，ｐｐ､239-254,1992
年参照のこと。
新制体操法の内容は次の通りである。
緒言
凡例
第１整頓法
第１款静止上の挙動
第１節会集法第２節整容法
第３節左右整準法
第４節正面に復する法
第５節左右転向法
第６節転回法
第２款行進上の挙動
第７節足踏法第８節停止法
第９節前行進法第１０節後行進法
第１１節側行進法第１２節方向変換法
第１３節駆足法第１４節踏換法
第１５節二列編成及ひ－列に復するの法
第３款体操予備の諸件
第１６節分列法第１７節番号を付する法
第１８節徒手唖鈴及び球竿体操に間隔を取るの法
第１９節梶棒体操に間隔を取るの法
第２０節木環体操に間隔を取るの法
第２１節二人球竿体操に間隔を取るの法
第２２節豆嚢体操に間隔を取るの法
第２３節徒手唖鈴球竿及び根棒体操の間隔を閉づる
法
第２４節木環及び二人球竿体操の間隔を閉づる法
第２５節豆嚢体操の間隔を閉づる法
第２６節解列法
第２７節休息法
第２８節気を着しむるの法
第２身体矯正術
第１節四挙動第２節四挙動
第３節二挙動第４節二挙動
第５節二挙動第６節四挙動
第３徒手体操
第１節から２２節
第４唖鈴体操
第１節から２５節
第５女子唖鈴体操
第１節から１８節
第６根棒体操
第１節から１５節
第７二人球竿体操
第１節から２３節
（下線の項目は和田権五郎『普通小学体操法』に採
用されなかった部分）
10）新選体操書の内容は以下の通りである。
緒言
排列法解列法
体を正直にする法
徒手演習第一第二
唖鈴演習第一から第四
アンヴィノレコーラス演習
球竿演習
梶棒演習第一第二
木環演習
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豆嚢演習
器具製作の法
11）久松義典，体育新書，玉沽堂，明治12年
12）遊佐盈作，新設体操教授書，正賓平楽二房：京都，
明治１６年
13）金沢市教育会，金沢市教育史稿，大正４年
14)石)１１県石Ⅱl郡上金石尋常高等小学校沿革史，（現金沢
市立金石小学校所蔵)，第一号(創立～大正元年)，２０６
頁によれば,「明治１７年２月１３日指教会開設｡本日よ
り同月１９日に至る１週間石川郡３４番学区致芳小学
校において，石川県師範学校一等助教諭原政矩派出し
て心理，開発的授業法指教会開設に付き，本校教員出
会するもの訓導岩田保晴，准訓導島村秀叙，相川五兵
衛，辻谷，軽病にして欠席するものは授業生五島三
省｡」とある。
15）石川県年報･明治17年，文部省第十二年報，285頁
16)石川県小学校教員講習場規則，石Ⅱ|県学事報告第１
号，２－３頁
17）石川県学事報告第１号，１２５頁
18)石川県教育会会員名簿，明治18年１月，石Ⅱ|県学事
報告第４号，53-54頁
19)学事関係職員賞与名簿は以下の３回の表彰者名簿で
ある。
①明治１７年２月,文部省より表彰,石川県学事報告第
３号５２－５３頁
②明治17年１１月，能美郡表彰，石川県学事報告第３
号２０頁
③明治18年１２月，石111県表彰，石川県学事報告第９
号９頁
20）石川県小学校教員名簿，明治２３年１２月，石１１１県学
事報告第２３号
21）教育通信員報告，石川県学事報告各号に多数掲載さ
れている。
22）講習会，石川県学事報告第２号，１０頁
23）石川県年報･明治１８年，文部省第十三年報，302丁
24）講習会，石川県学事報告第１０号，１０頁
25）土師愛他郎「鳳至珠洲両郡学況」石川県学事報告第
９号（明治１８年１１．１２月）１９頁
